
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 いなほ学級では今年度初めての取り組みとして、２月２０日に生活単元の授業の一環で「いな

ほ茶カフェ」を開催しました。カフェでは生徒が店員となり、お茶を淹れ、お客様にお菓子とと

もに提供しました。今回カフェを実施するために、まずは町内の菓子店さんを訪問し、お茶に合

うお菓子について学習しました。また、お茶の淹れ方を学ぶために煎茶教室を主宰する児玉さん

たちに来ていただき、２回にわたって煎茶などの淹れ方や接客について教えていただきました。

最近は急須でお茶を淹れて飲むことが少なくなり、ほとんどの生徒が初めての経験でした。指導

していただいたおかげで、接客を含め上手にお茶を淹れられるようになりました。その他、開店

に向けてメニュー表を作ったり、装飾をしたり、注文を取ったりと様々な活動を行い「いなほ茶

カフェ」当日を迎えました。 

 本番では、煎茶の淹れ方を教えてくれた地域の先生や本校職員に、自分たちで心を込めて淹れた

煎茶、ほうじ茶、玄米茶を提供しました。これまでの授業の中で学習してきたことを生かして、丁寧 

な接客とおいしいお茶を提供することができました。 

                   今後も、地域の方々のお力を借りて、本物体験を実施す

ることで、子どもたちの学習や活動を充実させていきたい

と思います。ご協力ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

令和８年２月２７日号 

校長 原田 正明 

「河北中だより」は本校ホームページから 

もご覧いただくことができます。右の２次元 

コードを読み取りください。また、ホームペ 

ージには学校での活動の様子も紹介していま 

すので、そちらも併せてご覧ください。 

 

美術部と有志による「エスキース」

が３月２１日（土）開催のかほくど

んがマルシェに、再び出店します。

今回も自作の作品を出品する予定で

す。どんな作品があるのか楽しみで

す。ぜひ、どんがホールにお越しく

ださい。 



第３回学校運営協議会＆  
 ２月５日に第３回学校運営協議会が開か

れました。今回は学校評価の報告、来年度の

経営方針の承認のあと、新生徒会役員も参加

しての熟議が行われました。テーマは「中学

生の地域貢献③」で、来年度の河北中生によ

る地域貢献について、みんなで出し合いまし

た。委員さんは中学生にやってほしいこと、教員はやらせたいこと、生徒はやってみたいことを出し

合いながら、来年度の地域貢献の形を模索しました。今年度、河北中生の地域貢献やボランティアへ

の意識がかなり高まりました。これを継続し、来年度はより具体的に行動できるように、これからも

一人ひとりが地域のことを考えていきたいものです。 

 また、２月１２日には河北町青少年育成町民会議主催でふれあいトークかほく２０２５が行われ、

本校生徒会役員１０名が参加し、谷地高校の生徒と町民会議役員の皆さんと地域貢献活動について、

話し合いました。最初に両校の事例発表があり、その後、グループでの話し合いでは、「楽しくて住

みやすい町をするためには」という視点で、特に中高生が共同でできる活動についてたくさんのア

イデアが出されました。ぜひ、谷地高校と連携しての活動を実現させていきたいものです。 

 

１月２９日と２月５日に、１０校の高校の先生方を招き、各学

校の学習活動や特色、進路状況について説明をしていただきまし

た。インフルエンザの流行もあり、オンラインでの実施となり、

各教室に分かれて行いました。今年から保護者の方にも参加の案内をさせていただきましたが、２０名

を超える方の参加がありました。今年度から公立高校の入試制度が変わったこともあり、関心の高さが

うかがえたところです。２学年では、２月２７日に、親子での進路学習会を計画しています。生徒自ら

が主体的に自分の将来を考えるきっかけになればと思います。 

 
 ３年生が手作りした本の紹介のポップが

河北町立中央図書館に飾られていました。

自分のお勧めする本（小説や絵本など）につ

いて、あらすじや感想を書くだけでなく、作

品や登場人物をイメージして、絵を描いた

り、切り絵のようにしたりと工夫しながら、

紹介した本を手に取ってもらえるようにと制作したものです。このように、学習の成果を多くの町

民の方々から見ていただけることは励みにもなると思います。なお、この様子は山形新聞１月２５

日(月)に掲載されました。 

を  
 ２月２日に、公益財団法人日本教育公務員弘

済会山形支部の方が来校し、いなほ学級に図書

を贈呈していただきました。今回はいなほ学級

の生徒が、自分の興味関心のある本を選び、その本を学級にといただきました。贈呈式では

感謝の気持ちを言葉にして表してくれました。寄贈いただいた本は、早速、教室に戻って熱

心に読んでいました。ありがとうございました。 


